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　　　福一復旧作業における熱中症予防のための確認チェックリスト
Ver.　3.0
	会社名
	職場名

	実施者
	実施日　　　　　年　　　月　　　日


	Ⅰ．熱中症予防のための作業環境について
	

	１．暑さ指数（WBGT）の情報を毎日入手して、上長を通じてすべての作業者に周知します。
＊暑さ指数（WBGT）によって熱中症のリスクをあらかじめ想定できます。環境省熱中症予防情報サイト等で予報を確認します。
２．水（電解質を含むスポーツ飲料・熱中症予防飲料）や塩（塩飴など）、クールベストを職場の目立つ位置に配置します。
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	Ⅱ．日頃の作業員の健康管理
	

	３．作業前のミーティングなどで、上司が作業員の体調（睡眠不足、体調不良、朝食の摂取状況など）を確認します。
＊睡眠不足、体調不良、前日等の飲酒、朝食の未摂取等が熱中症の発症に影響を与えるおそれがあります。日常の健康管理の指導、必要に応じ健康相談を行うことは重要です。



４．糖尿病、高血圧、心臓病、腎臓病等持病がある人は産業医・主治医等に就業が可能かどうか確認します。

＊上記の疾病は暑熱環境で持病が悪化したり、熱中症のリスクが高まったります。
５．作業者同士でペアを組んで、相互に体調の観察や確認をします。＊上長報告以外に作業者同士の観察・支援体制を構築します。作業に不慣れな新人とベテラン（熱中症対策サポーター）の組み合わせは特に有効です。
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	Ⅲ．熱中症予防のための作業方法について
	

	６．熱中症のリスクが高い時期は、作業時間を厳密に管理します。
７．毎日の作業場所に応じて休憩場所を確保し、作業と作業の間はしっかり休憩するよう指導します。
８．水分（電解質を含むスポーツ飲料等）や塩分の摂取ルールを定め、規定通りに摂取します。
＊電解質を含む飲料は水よりも体への吸収効率が高く、さらにトイレに行きにくくなる（排尿回数が抑えられる）という利点があります。
９．クールベストの着用ルールを定めます。
１０．新規作業者や1週間以上職場を離れたものに対し暑熱順化に関するルールを定めます。
＊暑熱環境に特に弱い時期は最初の1週間です。この時期に軽作業から徐々に体を慣らしていくことで熱中症をおこしにくくなります。
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（裏または２枚目に続きます）
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	Ⅳ．労働者への教育について
	

	１１． 熱中症の症状について作業者に周知します。
＊熱中症は熱疲労（頭痛やめまい、吐き気や脱力感）、熱けいれん、熱射病（吐き気や頭痛、言動がおかしい、意識を失うなど）を引き起こします。特に熱射病は即、医師による診察が必要です。
１２．熱中症の予防教育を行います。
＊確実な水分・塩分の摂取、作業時間管理、休憩所の積極利用、クールベストの着用、日々の健康状態の確認などが優先度の高いものです。
１３．体調不良者が発生した場合、ためらわずに報告し救急医療室を受診するよう、事業所長名等で毎朝、指示します。また作業者が不調を申告しやすい雰囲気を作ります。

＊軽症のうちに受診すれば回復は早く、また煩雑な報告業務を避けられます。早めの受診の重要性を関係者全員で理解・共有します。
１４．熱中症になった作業員の搬送方法を発生場所ごとに確認しておきます。
＊速やかに搬送し治療を開始することで重症化を予防できます。
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	Ⅴ．担当者の確認
	

	１５．熱中症対策責任者を定めるとともに、発生時に対応する担当者や専門職(産業医、産業看護職、衛生管理者など)をあらかじめ定めておきます。
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＜本チェックリストの使い方＞

本アクションチェックリストは、福島第一原子力発電所復旧作業現場で平成23年度以降に関係企業が実施して効果があった熱中症対策に基づいて作成されています。
以下の流れに沿って、ご利用ください。尚、使用者は、衛生管理者や職場の管理者などを想定しています。
①対象職場ごとに、それぞれのアクション（対策）がその職場で必要かどうか選びます。

· 「提案しない」：すでに対策が十分実施されている場合。

· 「提案する」：新たな対策が必要か、または強化が必要である場合。

②「提案する」が多い場合、優先的に取り組む事項を決めます。「提案する」にチェックをした項目を確認して、その中で特に重要と思われるものを３～４つ選んで「優先」にチェックを付けます。
③「メモ」には現状のよい点や改善提案を出来るだけ具体的に書きとめます。
④管理者、衛生管理者、産業医等の職場の関係者が、チェック結果を利用して改善策について話し合います。
2014年5月　産業医科大学◆労働科学研究所
